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「低アルコール度リキュール類の特定の事項の
表示に関する自主基準」についての要望書

 
　果物を強調した低アルコール飲料について、誤飲を招く、未成年者の飲酒を誘引する、
果汁飲料や清涼飲料では規制されている表示がまかり通っているなど、さまざまな問題が
噴出し、各方面から指摘されています。

 　この状況を是正するため、日本洋酒酒造組合が「低アルコール度リキュール類の特定の
事項の表示に関する自主基準」をまとめられたことは、第一歩として評価できる試みだと思
います。しかし、その内容にはあいまいな記述が多く、基準としての役目を果たせないので
はないかと危惧されます。その証拠に、基準制定のさなか、これを逆手に取るかのように、
宝酒造株式会社が「生果汁チューハイ」と銘打った新商品を発売して、新たな混乱を巻き
起こしました。

 　私たちは、この基準を真に意味あるものにするために、下記の５項を要望します。

 
記

 
１）第7条（１）から、「客観的根拠に基づかない」という文言を削除すること

 
(1)そもそも、私たち消費者にとって「生果汁」とは、搾りたての果汁を意味しま
す。加工されパッケージングされた商品が、搾りたてであるはずはありません。
加熱していないことを「客観的根拠」としている宝酒造株式会社の「生果汁チュ
ーハイ」も、製造過程でパルプ除去・ろ過・凍結などを行なっており、その際に
天然成分の一部（ぺクチン、パルプなど）は失われて、細胞破壊も起きているは
ずです。加熱しなければ「生」と表示してよいということにはなりません。

 
(2) 清涼飲料・果汁飲料は、公正競争規約により「生・天然」等の表示はできま
せん。それが、アルコール飲料では可能なケースが出てくるというのは大きな矛
盾です。しかも、アルコール飲料に含まれる果汁の量は、清涼飲料水であれば
「無果汁」とされる５％未満が大半（「生果汁チューハイ」は3.0％）であることから
考えても、非常に矛盾した事態を引き起こしているといえます。

２）第7条の（１）に「○○搾り、搾りたて」を加えること

この文言も、天然・自然・生・新鮮・フレッシュと同様に、「搾りたての果汁」であ
るかのような誤認を消費者に与えます。

３）名称もしくは名称に付随している副題に、アルコール飲料であることを示す日本語表
記を義務づけること

 
(1)「酒マーク」や「小さな度数表示」を見なければ、アルコール飲料であることが
判別できないものが増えています。マークを入れさえすればよいとする傾向が
見えるのは、本末転倒であり憂慮すべきことです。マークはあくまでも補足・強
調の手段。名称もしくは副題で、アルコール飲料であることをきちんと示してく
ださい。



 
(2)サワー、ハイなどの言葉を名称につけたものも多く、これだけでは多くの消費
者がアルコール飲料であることを認知できません。
 
(3) CHU-HIというように、ローマ字のみで表記する例も多く見られますが、これ
では認知できない消費者もいます。日本語表記も義務づけるべきです。

 

４）「果物の絵や写真等を表示するときは、マーク程度のものにかぎる」とすること

 
第５条に「果物の絵、写真等を表示するときは、果物飲料等との誤認を防止す
るため、果物の絵、写真等の大きさは他の表示事項とバランスのとれたものと
し、色彩、絵柄等の表示にも配慮する」とありますが、これでは表現があいまい
すぎて基準になっていません。

 
５）「酒マークに関する自主基準」と同様に、甘味果実酒も「低アルコール度リキュール類
の特定の事項の表示に関する自主基準」の正式対象にすること

 
この自主基準は、低アルコール度リキュール類に限られており、甘味果実酒等
は含まれていません（附則に、「類似するものについては、この基準に準拠して
表示するよう務める」とあるのみ）。しかし、消費者にとってはどちらも同じ種類の
低アルコール飲料です。基準の中に正式に加えてください。

以上


